
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収支シミュレーション 

資料－３ 



■収支シミュレーション（経営戦略の計画期間：令和4年度～令和13年度）（１/２）

ケース① ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス10％まで回復すると仮定

※  下記のグラフは、各年度の収支において特別損益を除いた「経常収益」「経常費用」を棒グラフで示し、特別損益も含めた「当年度純損益」を折れ線グラフで
示したものである。（単位：百万円）
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乗合（負担金除く） 高齢者負担金 障がい者負担金 貸切
運送雑収益 営業外収益 特別利益

特別利益 約5.1億円
(土地売却)
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②（基本ケース）の費用内訳

人件費 物件費 経費 減価償却費外 営業外費用 特別損失

令和6年度での
システム更新等
により費用増大

新規採用抑制等に
より漸減
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【ケース①】10％減（基本ケース）

経常収益 経常費用 当年度純損益

収支(R4年度) 約4億円

R4～R13収支累積
約2億円の黒字だが、土地売却（R4）が
なければ実質約3億円の赤字

乗合収入を
令和元年度×0.9(10%減)と仮定



■収支シミュレーション（経営戦略の計画期間：令和4年度～令和13年度）（２/２）

ケース② ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス13％までしか回復しないと仮定

※  下記のグラフは、各年度の収支において特別損益を除いた「経常収益」「経常費用」を棒グラフで示し、特別損益も含めた「当年度純損益」を折れ線グラフで
示したものである。（単位：百万円）
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①（現状維持ケース）の収益内訳

乗合（負担金除く） 高齢者負担金 障がい者負担金 貸切
運送雑収益 営業外収益 特別利益

特別利益 約5.1億円
(土地売却)
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②（現状維持ケース）の費用内訳

人件費 物件費 経費 減価償却費外 営業外費用 特別損失

令和6年度での
システム更新等
により費用増大

新規採用抑制等に
より漸減
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【ケース②】13％減（現状維持ケース）

経常収益 経常費用 当年度純損益

収支(R4年度) 約4億円

R4～R13収支累積
約3.4億円の赤字であり、土地売却（R4）が
なければ実質約8.4億円の赤字

乗合収入を
令和元年度×0.87(13%減)と仮定


